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2004( 平成 16) 年度から３カ年の予定で「前方湾及
び小値賀島周辺海域海底調査」を計画し、第２年次








ROV( 自律式遠隔操作型水中映像探査ロボット ) の試
験運用が行われた。
２　海底調査の概要








































































































の確認のみに留まったものの、2004( 平成 16) 年度の
調査最終段階において、中国の外洋船に伴うものと思
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ともに 12 世紀後半〜末頃 ( Ｄ期 ) に位置づけられるも
のである。このほかに 13 世紀前後と思われる宜興窯
系褐釉陶器四耳壺が（Figure.9）２点と 13 世紀中頃





















する定形型碇石 ( ＝中国の外洋交易船 ) に対して、国
産土器に対応する角柱状碇石 ( ＝国内の地域内交易船 )
と見る視点も必要であろうと思われる。















































































































　　　　『太宰府市の文化財』第 49 集 太宰府市教育
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に刊行した（佐々木 2005）。本稿はその後 2005 年 5
月に実施した同地域におけるイスラーム時代遺跡踏査
の報告である。
　アラブ首長国連邦フジェイラ首長国内のイスラーム
時代町村跡では居住用の小さな家跡と比べると、砦や
塔は地上に盛り上がり目立つ遺構である。フジェイラ、
ディバ、マサフィ、ビスナには砦及び塔が残るが、ディ
バとマサフィの塔は泥レンガ積みで既に壊れた部分が
多く泥の小山となる。大きな砦は修復されたが、小さ
な砦や塔は筆者が 1987 年当時に見ていたより破壊が
進行していた。
　山の尾根上やワディに沿って石積み塔が今でも多数
残る。廃墟となった家跡もワディ沿いに数軒がまと
まって残り、山裾にも家跡が数軒単位でみられる。家
跡は小さな一部屋の家で、石積み壁の場合は壁の下部
が地表面に見えるが、泥レンガ家の場合は壁の存在が
見えない状態になっている。家壁材料はそれぞれの地
